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幕末期における中山道の助郷に関する研究

































































































したが､木曽の宿は賢川 ･奈良井 ･薮原 ･宮ノ
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3月 9,023人 (50.8%) 1,037疋 (13.4%)
4月 2,273〝(22.7%) 1,240〝 (16.0%)




























表4 長窪宿における宿勤 ･助郷勤の人馬数の推移 (r上田小県誌第2巻歴史篇下｣による)
年 代 総 計 宿 勤 助 郷 勤 定加助郷勤 当分助郷勤
人足 局 人足 局 人足 局 人足 局 人足 局
天明3年 (1783) 10,602 9,960 6,271 8,283 4,331 1,677 2,54415116 109854 4,196 190
天明4年 q784) 5,942 7,558 3,533 6,752 2,309 806
天明8年 (1788) 9,983 9,493 4,824 8,069 5,164 1,424
寛政元年 (1789) 6,425 9,453 4,318 8,818 2,107 635
寛政2年 (1790) 4,558 8,295 3,Old 7,657 1,540 638
文久元年 (1861) 22,693 8,412 6,221 6,879 9,732 1,224
文久2年 (1862) 12,559 8,565 6,791 7,418 5,768 1,147
文久 86 4757 439 7595 67512796 834
元治元年 (1864) 15,668 5,796 7,185 5,639_8,483 157








































































































御休泊は､｢御泊｣が三留野 ･上松 ･薮原 ･費
川･本山･下諏訪の各宿､小県郡に入って和田
峠 ｢御昼｣ ･和田宿 ｢御泊｣･長窪宿 ｢御小体｣､
佐久郡の芦田宿 ｢御昼｣･八幡宿 ｢御泊｣･平
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